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問
自
治
体
問
題
研
究
所
編
『
住
民
と
自
治
』
一
九
八
四
・
一

二
、
六

O
i六
一
ペ
ー
ジ

間
『
昭
和
六
一
年
度
、
入
学
志
願
者
の
た
め
の

l
l国
立
長
岡

技
術
科
学
大
学
案
内
』
二
七
ペ
ー
ジ
。
と
の
他
に
も
、
私
が

技
科
大
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
た
茨
城
高
専
卒
と
い
う

学
生
は
「
大
学
院
卒
業
し
た
ら
、
一
流
企
業
か
ら
ひ
っ
ぱ
り

ダ
コ
で
す
よ
。
」
と
言
っ
て
い
た
し
、
日
本
精
機
で
も
「
技
科

大
卒
で
、
う
ち
の
会
社
民
入
る
の
は
、
長
岡
周
辺
の
出
身
者

だ
け
で
す
よ
。
そ
れ
さ
え
、
ひ
っ
ぱ
っ
て
く
る
の
は
た
い
へ

ん
。
」
と
い
う
よ
う
に
話
し
て
い
た
。

凶
今
井
賢
一
『
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
』
岩
波
書
店
、
一

九
八
四
年
、
九
二
ペ
ー
ジ

間
朝
日
新
聞
一
九
八
六
・
一

0
・
一
九

間
朝
日
新
聞
一
九
八
七
・
一
二
一
四
、
朝
刊

m
朝
日
新
聞
一
九
八
六
・
一
二
・
三
一

間
朝
日
新
聞
一
九
八
六
・
一
二
・
二
二
、
乙
の
発
言
は
、

い
わ
き
市
総
務
部
長
、
近
野
忠
弘
氏
の
も
の
で
あ
る
。

聞
朝
日
新
聞
一
九
八
六
・
九
・
九

側
伊
ケ
崎
暁
生
「
今
日
の
大
学
問
題
と
国
民
教
育
」

民
教
育
三
三
号
』
所
収
）
、
五
二
ペ
ー
ジ

側
『
世
界
』
一
九
八
四
・
二
の
竹
内
啓
論
文
参
照

（
ば
ば

（
『
国

き
よ
し
）

表
紙
絵
に
つ
い
て

み
の
と
か
さ

私
は
今
、
北
魚
沼
に
す
ん
で
い
る
。
家
は
農
家
で
あ
る
。

一
月
一
八
日
、
た
の
ま
れ
た
新
潟
の
風
土
に
関
係
す
る
表

紙
絵
を
か
乙
う
と
思
い
た
っ
た
。
だ
が
、
乙
の
日
は
朝
か
ら

雪
が
降
り
や
ま
な
い
。
で
か
け
る
の
は
め
ん
ど
う
だ
し
：
：
：
。

そ
乙
で
、
私
の
家
は
県
内
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
私
の
所
で

古
く
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
も
の
は
新
潟
の
風
土
に
根
ざ
し
た

も
の
に
ち
が
い
な
い
、
乙
う
勝
手
に
解
釈
し
て
、
玄
関
に
か

か
っ
て
い
る
み
の
と
か
さ
を
か
く
乙
と
に
し
た
。
さ
っ
き
ま

で
、
親
父
が
が
ぶ
っ
て
雪
か
き
を
し
て
い
た
も
の
だ
。

み
の
は
今
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
雨
や
雪

の
日
に
乙
れ
を
か
ぶ
っ
て
作
業
す
る
の
は
、
長
時
間
で
な
け

れ
ば
今
の
カ
ッ
パ
よ
り
は
都
合
が
い
い
と
親
父
は
言
う
。
内

側
が
蒸
れ
な
い
か
ら
だ
。
み
の
は
、
荷
を
背
負
う
の
は
ワ
ラ

で
作
っ
た
が
、
雨
や
雪
よ
け
の
も
の
は
自
生
す
る
通
称
ヒ
ロ

ロ
と
い
う
草
で
編
ん
だ
。
乙
れ
も
ヒ
ロ
ロ
で
作
っ
た
も
の
だ
。

山
へ
行
く
と
、
誰
も
と
ら
な
く
な
っ
た
ヒ
ロ
ロ
が
見
事
に

生
い
茂
っ
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。（

大
平
壮
一
”
中
越
高
校
）


